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汎用ドライクーラー

100

50

外気温が35℃以下の場合、定格の冷却が可能
(35℃以上の場合はチラーの併用が必要です)

外気温度にあわせたファンの風量制御により
省エネルギーを実現

低騒音で運転可能

仕様

ドライクーラーは水冷装置の冷却水を外気との熱交換で冷却します。
近年、冷却水温の高温化が進んでおり、チラーを使用しない
チラーレス・クーリングの実現が可能です。

タイプ

流体種別
入口温度
出口温度
水流量
冷却熱量

質量
パイプ材質
フィン材質

22kWタイプ
高温側 低温側
水 空気(外気)
45℃ 35℃
41℃ －

80L /min 11200m³/h
22kW

Cu
AL

φ630mm

高温側 低温側
水 空気(外気)
45℃ 35℃
41.4℃ －
40L /min 4900m³/h

10kW
外形寸法(mm)

160kg(ファン含む) 80kg(ファン含む)
Cu
AL

φ400mm

10kWタイプ

ファン羽根径

W1300×D1470×H1300 W900×D1100×H850
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生成AI向けラック型ドライクーラー

生成AIサーバとラック型ドライクーラーを
1対1で接続でき、配管レスを実現

サーバルーム全体への水道管工事が不要

幅寸法が700mmのため大幅なレイアウト変更が不要

製品本体に操作タッチパネルを搭載
低騒音で運転可能

既存のデータセンターでも生成AIサーバの設置が可能

PID制御やマニュアル操作もでき、外部制御が可能なコントローラを内蔵

仕様

流体種別

入口温度
出口温度
水流量
冷却熱量

質量
パイプ材質
フィン材質

高温側 低温側

水

40℃
30.4℃

空気
(コールドアイル温度)

25℃

60L /min 12000m³/h
40kW以上 ※1

※1：コールドアイルの温度や流量、ファン風量で能力が変わります
※2：コールドアイルの温度と必要冷却によりファン電力やポンプ電力が変わります

Cu
AL

DC48Vファン搭載

外形寸法(mm)
約500kg(ファン含む)

ファン仕様
約5kW MAX ※2消費電力
三相三線 AC200V電源電圧

制御システム

W700×D1200×H2350

35.2℃

LOYTECコントローラにて差圧とΔtにより風量と流量制御
タッチパネルでマニュアル制御可能

詳細図
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外形図：10kWタイプ

外形図：22kWタイプ

液浸冷却の場合のドライクーラー活用例

二相沸騰冷却液浸システム
(2Phase)

液浸槽

ドライクーラー

一相液浸冷却システム
(1phase)

CDU

冷媒(液体)

サーバ

液浸槽 ドライクーラー

サーバ

冷媒(液体)

冷媒(気体) 凝縮器

1030
1100900

850

AHU
または
CRAC

AHU
または
CRAC

AHU
または
CRAC

AHU
または
CRAC

AHU
または
CRAC

AHU
または
CRAC

COLD AISLE

DRY

コンテインメント

生成AI 生成AI 生成AI

生成AI 生成AI 生成AI

DRY DRY クラウド クラウド クラウド クラウド クラウド

クラウド クラウド クラウド クラウド クラウドDRY DRY DRY

生成AIサーバエリア
(ラック型ドライクーラー+空冷)

クラウドサーバエリア
(空冷のみ)

HOT AISLE

データセンター内のラック型ドライクーラー設置例設置例

CDU

生成AI用
サーバラック

ラック型
ドライクーラー

生成AI

マニフォールド

サーバ

生成AIなどGPUを多数装着したサーバは発熱量が多く、空冷のみでの冷却は困難です。
この発熱を処理するには、水を用いるコールドプレート(DLC)による冷却が必要となります。
一般的には配管工事をして水を供給する必要がありますが、既設のビル型データセンターでは
ラック列まで配管することは難しく、もし水が漏れた場合は階下漏水の危険性があります。
生成AI向けラック型ドライクーラーは、生成AIサーバと1対1で接続でき、配管工事をなくす
ことが可能です。

排気

吸気

生成AI
サーバへ

冷却水

温水
ポンプ

熱交換器

タッチ
パネル

ファン


